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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記を具備する、ユーザ機器（ＵＥ）のワイヤレス通信のための方法：
　　チャネル品質インジケーション（ＣＱＩ）をコンピュートするための選択される方法
を得ること、前記選択される方法は、異なる複数の送信レイヤに対応するコードワードと
関連付けられた信号品質に基づいてＣＱＩをコンピュートするのに利用可能な複数の方法
から前記ＵＥによって選ばれる、前記複数の方法は、前記異なる複数の送信レイヤに対応
する前記コードワードのうちの特定のコードワードについてＣＱＩをコンピュートするた
めの第１の方法と、前記異なる複数の送信レイヤに対応する前記コードワードと関連付け
られた前記信号品質を平均することによってＣＱＩをコンピュートするための第２の方法
と、を含む；
　　前記選択される方法にしたがって単一のＣＱＩをコンピュートすること；および
　　基地局に対して前記ＵＥから前記単一のＣＱＩを送ること。
【請求項２】
　前記選択される方法は、前記第１の方法であり、前記第１の方法は、複数のコードワー
ドから特定のコードワードについてのＣＱＩをコンピュートすることを含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　前記特定のコードワードは、前記複数のコードワードからの第１のコードワードである
、請求項２に記載の方法。
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【請求項４】
　ＣＱＩを前記コンピュートすることは、前記ＵＥが受信機処理機能をサポートするか否
かに基づいて前記特定のコードワードについてのＣＱＩを決定することを含む、請求項２
に記載の方法。
【請求項５】
　請求項２に記載の方法、ここにおいて、前記ＵＥは、連続干渉キャンセル（ＳＩＣ）を
サポートし、ＣＱＩを前記コンピュートすることは、下記を含む：
　　前記特定のコードワードが前記複数のコードワードからの第１のコードワードである
場合には干渉キャンセルを使用せずにＣＱＩを決定すること、および
　　前記特定のコードワードが前記複数のコードワードからの第２のコードワードである
場合には干渉キャンセルを使用してＣＱＩを決定すること。
【請求項６】
　請求項２に記載の方法、ここにおいて、ＣＱＩを前記コンピュートすることは、下記を
含む：
　　前記特定のコードワードのために使用される少なくとも１つの送信レイヤの信号品質
を決定すること、および
　　前記特定のコードワードのために使用される前記少なくとも１つの送信レイヤの前記
信号品質に基づいて前記特定のコードワードについてのＣＱＩを決定すること。
【請求項７】
　前記選択される方法は、前記第２の方法であり、前記第２の方法は、複数の送信レイヤ
にわたって信号品質を平均することによってＣＱＩをコンピュートすることを含む、請求
項１に記載の方法。
【請求項８】
　請求項７に記載の方法、ここにおいて、ＣＱＩを前記コンピュートすることは、下記を
含む：
　　前記ＵＥが受信機処理機能をサポートするか否かに基づいて前記複数の送信レイヤの
複数の信号品質を決定すること、および
　　前記複数の送信レイヤに対応する前記複数の信号品質の平均に基づいてＣＱＩを生成
すること。
【請求項９】
　請求項８に記載の方法、ここにおいて、前記ＵＥは、連続干渉キャンセル（ＳＩＣ）を
サポートし、前記複数の送信レイヤの前記複数の信号品質を前記決定することは、下記を
含む：
　　干渉キャンセルを使用せずに第１のコードワードの信号品質を決定すること、前記第
１のコードワードは、少なくとも１つの送信レイヤに関連付けられる、および
　　干渉キャンセルを使用して第２のコードワードの信号品質を決定すること、前記第２
のコードワードは、少なくとも１つの追加の送信レイヤに関連付けられる。
【請求項１０】
　下記をさらに具備する、請求項１に記載の方法：
　　前記ＣＱＩに基づいて前記ＵＥに対して前記基地局によって送られた複数のコードワ
ードを受信すること。
【請求項１１】
　下記を具備する、ワイヤレス通信のためのユーザ機器（ＵＥ）：
　　チャネル品質インジケーション（ＣＱＩ）をコンピュートするための選択される方法
を選ぶ手段、前記選択される方法は、異なる複数の送信レイヤに対応するコードワードと
関連付けられた信号品質に基づいてＣＱＩをコンピュートするのに利用可能な複数の方法
から前記ＵＥによって選ばれる、前記複数の方法は、前記異なる複数の送信レイヤに対応
する前記コードワードのうちの特定のコードワードについてＣＱＩをコンピュートするた
めの第１の方法と、前記異なる複数の送信レイヤに対応する前記コードワードと関連付け
られた前記信号品質を平均することによってＣＱＩをコンピュートするための第２の方法
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と、を含む；
　　前記選択される方法にしたがって単一のＣＱＩをコンピュートする手段；および
　　基地局に対して前記ＵＥから前記単一のＣＱＩを送る手段。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のユーザ機器（ＵＥ）、ここにおいて、前記選択される方法は、前記
第１の方法であり、前記第１の方法は、複数のコードワードから特定のコードワードにつ
いてのＣＱＩをコンピュートすることを含み、ＣＱＩをコンピュートする前記手段は、前
記ＵＥが受信機処理機能をサポートするか否かに基づいて前記特定のコードワードについ
てのＣＱＩをコンピュートする。
【請求項１３】
　前記特定のコードワードは、前記複数のコードワードからの第１のコードワードである
、請求項１２に記載のユーザ機器（ＵＥ）。
【請求項１４】
　請求項１２に記載のユーザ機器（ＵＥ）、ここにおいて、前記ＵＥは、連続干渉キャン
セル（ＳＩＣ）をサポートし、ＣＱＩをコンピュートする前記手段は、
　　前記特定のコードワードが前記複数のコードワードからの第１のコードワードである
場合には干渉キャンセルを使用せずにＣＱＩをコンピュートし、および
　　前記特定のコードワードが前記複数のコードワードからの第２のコードワードである
場合には干渉キャンセルを使用してＣＱＩをコンピュートする。
【請求項１５】
　請求項１１に記載のユーザ機器（ＵＥ）、ここにおいて、前記選択される方法は、前記
第２の方法であり、前記第２の方法は、複数の送信レイヤにわたって信号品質を平均する
ことによってＣＱＩをコンピュートすることを含み、ＣＱＩをコンピュートする前記手段
は、
　　前記ＵＥが受信機処理機能をサポートするか否かに基づいて前記複数の送信レイヤの
複数の信号品質を決定し、および
　　前記複数の送信レイヤの前記複数の信号品質の平均に基づいてＣＱＩを決定する。
【請求項１６】
　請求項１５に記載のユーザ機器（ＵＥ）、ここにおいて、前記ＵＥは、連続干渉キャン
セル（ＳＩＣ）をサポートし、前記複数の送信レイヤの前記複数の信号品質を決定する前
記手段は、
　　干渉キャンセルを使用せずに第１のコードワードの信号品質を決定し、前記第１のコ
ードワードは、少なくとも１つの送信レイヤに関連付けられる、および
　　干渉キャンセルを使用して第２のコードワードの信号品質を決定し、前記第２のコー
ドワードは、少なくとも１つの追加の送信レイヤに関連付けられる。
【請求項１７】
　下記を具備する、ワイヤレス通信のためのユーザ機器（ＵＥ）：
　　チャネル品質インジケーション（ＣＱＩ）をコンピュートするための選択される方法
を得るように構成された少なくとも１つのプロセッサ、前記選択される方法は、異なる複
数の送信レイヤに対応するコードワードと関連付けられた信号品質に基づいてＣＱＩをコ
ンピュートするのに利用可能な複数の方法から前記ＵＥによって選ばれる、前記複数の方
法は、前記異なる複数の送信レイヤに対応する前記コードワードのうちの特定のコードワ
ードについてＣＱＩをコンピュートするための第１の方法と、前記異なる複数の送信レイ
ヤに対応する前記コードワードと関連付けられた前記信号品質を平均することによってＣ
ＱＩをコンピュートするための第２の方法と、を含む；前記少なくとも１つのプロセッサ
はさらに、
　　前記選択される方法にしたがって単一のＣＱＩをコンピュートし、
　　基地局に対して前記ＵＥから前記単一のＣＱＩを送る、ように構成される。
【請求項１８】
　前記選択される方法は、前記第１の方法であり、前記第１の方法は、複数のコードワー
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ドから特定のコードワードについてのＣＱＩをコンピュートすることを含み、前記少なく
とも１つのプロセッサは、前記ＵＥが受信機処理機能をサポートするか否かに基づいて前
記特定のコードワードについてのＣＱＩをコンピュートするように構成される、請求項１
７に記載のユーザ機器（ＵＥ）。
【請求項１９】
　前記ＵＥは、連続干渉キャンセル（ＳＩＣ）をサポートし、前記少なくとも１つのプロ
セッサは、前記特定のコードワードが前記複数のコードワードからの第１のコードワード
である場合には干渉キャンセルを使用せずにＣＱＩをコンピュートし、前記特定のコード
ワードが前記複数のコードワードからの第２のコードワードである場合には干渉キャンセ
ルを使用してＣＱＩをコンピュートするように構成される、請求項１８に記載のユーザ機
器（ＵＥ）。
【請求項２０】
　前記特定のコードワードは、前記複数のコードワードからの第１のコードワードである
、請求項１９に記載のユーザ機器（ＵＥ）。
【請求項２１】
　前記選択される方法は、複数の送信レイヤにわたって信号品質を平均することによって
ＣＱＩをコンピュートするためのものであり、前記少なくとも１つのプロセッサは、前記
ＵＥが受信機処理機能をサポートするか否かに基づいて前記複数のレイヤの信号品質を決
定するように、そして、前記複数の送信レイヤの前記複数の信号品質の平均に基づいてＣ
ＱＩをコンピュートするように、構成される、請求項１７に記載のユーザ機器（ＵＥ）。
【請求項２２】
　前記ＵＥは、連続干渉キャンセル（ＳＩＣ）をサポートし、前記少なくとも１つのプロ
セッサは、干渉キャンセルを使用せずに第１のコードワードの信号品質を決定するように
構成され、前記第１のコードワードは、少なくとも１つの送信レイヤに関連付けられる、
そして、
　干渉キャンセルを使用して第２のコードワードの信号品質を決定するように構成され、
前記第２のコードワードは、少なくとも１つの追加の送信レイヤに関連付けられる、請求
項２１に記載のユーザ機器（ＵＥ）。
【請求項２３】
　ユーザ機器（ＵＥ）の少なくとも１つのプロセッサに下記を実行させるコードを具備す
る、コンピュータプログラム：
　　チャネル品質インジケーション（ＣＱＩ）をコンピュートするための選択される方法
を得ること、ここで、前記選択される方法は、異なる複数の送信レイヤに対応するコード
ワードと関連付けられた信号品質に基づいてＣＱＩをコンピュートするのに利用可能な複
数の方法から前記ＵＥによって選ばれる、前記複数の方法は、前記異なる複数の送信レイ
ヤに対応する前記コードワードのうちの特定のコードワードについてＣＱＩをコンピュー
トするための第１の方法と、前記異なる複数の送信レイヤに対応する前記コードワードと
関連付けられた前記信号品質を平均することによってＣＱＩをコンピュートするための第
２の方法と、を含む；
　　前記選択される方法にしたがって単一のＣＱＩをコンピュートすること；および
　　基地局に対して前記ＵＥから前記単一のＣＱＩを送ること。
【請求項２４】
　下記を具備する、基地局によるワイヤレス通信のための方法：
　　チャネル品質インジケーション（ＣＱＩ）をコンピュートするための選択される方法
を決定すること、前記選択される方法は、異なる複数の送信レイヤに対応するコードワー
ドと関連付けられた信号品質に基づいてＣＱＩをコンピュートするのに利用可能な複数の
方法から前記基地局によって選ばれる、前記複数の方法は、前記異なる複数の送信レイヤ
に対応する前記コードワードのうちの特定のコードワードについてＣＱＩをコンピュート
するための第１の方法と、前記異なる複数の送信レイヤに対応する前記コードワードと関
連付けられた前記信号品質を平均することによってＣＱＩをコンピュートするための第２
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の方法と、を含む；
　　前記選択される方法にしたがってユーザ機器（ＵＥ）によってコンピュートされた単
一のＣＱＩを受信すること；および
　　前記受信された単一のＣＱＩに基づいて前記ＵＥに対して前記基地局からデータを送
ること。
【請求項２５】
　前記選択される方法は、前記第１の方法であり、前記第１の方法は、複数のコードワー
ドから特定のコードワードについてのＣＱＩをコンピュートすることを含み、前記受信さ
れたＣＱＩは、前記特定のコードワードについてのものである、請求項２４に記載の方法
。
【請求項２６】
　前記特定のコードワードは、前記複数のコードワードからの第１のコードワードである
、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　請求項２５に記載の方法、ここにおいて、前記ＵＥは、前記複数のコードワードについ
て同様な複数の信号品質を観測し、データを前記送ることは下記を含む：
　　前記受信されたＣＱＩに基づいて変調および符号化スキーム（ＭＣＳ）を決定するこ
と、ならびに
　　前記ＭＣＳに基づいて前記複数のコードワードの各々を処理すること。
【請求項２８】
　請求項２５に記載の方法、ここにおいて、前記ＵＥは、前記複数のコードワードについ
て異なる複数の信号品質を観測し、データを前記送ることは下記を含む：
　　前記受信されたＣＱＩに基づいて前記特定のコードワードについて変調および符号化
スキーム（ＭＣＳ）を決定すること、
　　前記受信されたＣＱＩに基づいて別のコードワードについて別のＭＣＳを決定するこ
と、ならびに
　　前記コードワードについて決定された前記ＭＣＳに基づいて各コードワードを処理す
ること。
【請求項２９】
　前記選択される方法は、前記第２の方法であり、前記第２の方法は、複数の送信レイヤ
にわたって信号品質を平均することによってＣＱＩをコンピュートすることを含む、請求
項２４に記載の方法。
【請求項３０】
　請求項２９に記載の方法、ここにおいて、データを前記送ることは、下記を含む：
　　前記受信されたＣＱＩに基づいて複数のコードワードについて少なくとも１つの変調
および符号化スキーム（ＭＣＳ）を決定すること、ならびに
　　前記少なくとも１つのＭＣＳに基づいて前記複数のコードワードを処理すること。
【請求項３１】
　ＣＱＩをコンピュートするための前記選択される方法を前記決定することは、前記ＵＥ
のために前記基地局によって前記選択される方法を選ぶことを含む、請求項２４に記載の
方法。
【請求項３２】
　前記選択される方法は、前記ＵＥが受信機処理機能をサポートするか否かに基づいて選
ばれ、前記受信機処理機能は、連続干渉キャンセル（ＳＩＣ）を含む、請求項２４に記載
の方法。
【請求項３３】
　下記を具備する、ワイヤレス通信のための基地局：
　　チャネル品質インジケーション（ＣＱＩ）をコンピュートするための選択される方法
を決定する手段、前記選択される方法は、異なる複数の送信レイヤに対応するコードワー
ドと関連付けられた信号品質に基づいてＣＱＩをコンピュートするのに利用可能な複数の
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方法から前記基地局によって選ばれる、前記複数の方法は、前記異なる複数の送信レイヤ
に対応する前記コードワードのうちの特定のコードワードについてＣＱＩをコンピュート
するための第１の方法と、前記異なる複数の送信レイヤに対応する前記コードワードと関
連付けられた前記信号品質を平均することによってＣＱＩをコンピュートするための第２
の方法と、を含む；
　　前記選択される方法にしたがってユーザ機器（ＵＥ）によってコンピュートされた単
一のＣＱＩを受信する手段；および
　　前記受信された単一のＣＱＩに基づいて前記ＵＥに対して前記基地局からデータを送
る手段。
【請求項３４】
　前記選択される方法は、前記ユーザ機器（ＵＥ）が連続干渉キャンセル（ＳＩＣ）をサ
ポートするか否かに基づいて選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項３５】
　前記選択される方法は、前記ユーザ機器（ＵＥ）が連続干渉キャンセル（ＳＩＣ）をサ
ポートするか否かに基づいて選択される、請求項１１に記載のユーザ機器（ＵＥ）。
【請求項３６】
　前記選択される方法は、前記ユーザ機器（ＵＥ）が連続干渉キャンセル（ＳＩＣ）をサ
ポートするか否かに基づいて選択される、請求項１７に記載のユーザ機器（ＵＥ）。
【請求項３７】
　　前記選択される方法は、前記ユーザ機器（ＵＥ）が連続干渉キャンセル（ＳＩＣ）を
サポートするか否かに基づいて選択される、請求項２３に記載のコンピュータプログラム
。
【請求項３８】
　前記選択される方法は、前記ユーザ機器（ＵＥ）が連続干渉キャンセル（ＳＩＣ）をサ
ポートするか否かに基づいて選択される、請求項２４に記載の方法。
【請求項３９】
　前記選択される方法は、前記ユーザ機器（ＵＥ）が連続干渉キャンセル（ＳＩＣ）をサ
ポートするか否かに基づいて選択される、請求項３３に記載の基地局。
【請求項４０】
　請求項２３に記載のコンピュータプログラム、ここにおいて、前記ＵＥは、連続干渉キ
ャンセル（ＳＩＣ）をサポートし、前記少なくとも１つのプロセッサに、ＣＱＩをコンピ
ュートすることを実行させるための前記コードは、前記少なくとも１つのプロセッサに、
下記を実行させるためのコードを含む：
　　特定のコードワードが前記複数のコードワードからの第１のコードワードである場合
には干渉キャンセルを使用せずにＣＱＩを決定すること、および
　　前記特定のコードワードが前記複数のコードワードからの第２のコードワードである
場合には干渉キャンセルを使用してＣＱＩを決定すること。
【請求項４１】
　請求項２３に記載のコンピュータプログラム、ここにおいて、前記ＵＥは、連続干渉キ
ャンセル（ＳＩＣ）をサポートし、前記少なくとも１つのプロセッサに、前記複数の送信
レイヤの前記複数の信号品質を決定することを実行させるための前記コードは、前記少な
くとも１つのプロセッサに、下記を実行させるためのコードを含む：
　　干渉キャンセルを使用せずに第１のコードワードの信号品質を決定すること、前記第
１のコードワードは、少なくとも１つの送信レイヤに関連付けられる、および
　　干渉キャンセルを使用して第２のコードワードの信号品質を決定すること、前記第２
のコードワードは、少なくとも１つの追加の送信レイヤに関連付けられる。
【請求項４２】
　ＣＱＩを前記コンピュートすることは、干渉キャンセルを使用せずに前記複数のコード
ワードからの第１のコードワードのＣＱＩを決定すること、および干渉キャンセルを使用
して前記複数のコードワードからの第２のコードワードのＣＱＩを決定することを含む、
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請求項１に記載の方法。
【請求項４３】
　ＣＱＩを前記コンピュートすることは、干渉キャンセルを使用せずに前記複数のコード
ワードからの第１のコードワードのＣＱＩを決定すること、および干渉キャンセルを使用
して前記複数のコードワードからの第２のコードワードのＣＱＩを決定することを含む、
請求項１１に記載のユーザ機器（ＵＥ）。
【請求項４４】
　ＣＱＩを前記コンピュートすることは、干渉キャンセルを使用せずに前記複数のコード
ワードからの第１のコードワードのＣＱＩを決定すること、および干渉キャンセルを使用
して前記複数のコードワードからの第２のコードワードのＣＱＩを決定することを含む、
請求項１７に記載のユーザ機器（ＵＥ）。
【請求項４５】
　ＣＱＩを前記コンピュートすることは、干渉キャンセルを使用せずに前記複数のコード
ワードからの第１のコードワードのＣＱＩを決定すること、および干渉キャンセルを使用
して前記複数のコードワードからの第２のコードワードのＣＱＩを決定することを含む、
請求項２３に記載のコンピュータプログラム。
【請求項４６】
　ＣＱＩを前記コンピュートすることは、干渉キャンセルを使用せずに前記複数のコード
ワードからの第１のコードワードのＣＱＩを決定すること、および干渉キャンセルを使用
して前記複数のコードワードからの第２のコードワードのＣＱＩを決定することを含む、
請求項２４に記載の方法。
【請求項４７】
　ＣＱＩを前記コンピュートすることは、干渉キャンセルを使用せずに前記複数のコード
ワードからの第１のコードワードのＣＱＩを決定すること、および干渉キャンセルを使用
して前記複数のコードワードからの第２のコードワードのＣＱＩを決定することを含む、
請求項３３に記載の基地局。
【発明の詳細な説明】
【優先権の主張】
【０００１】
　本願は、２００９年１月１２日に出願され、参照によってここにおいて組み込まれる「
Ｅ－ＵＴＲＡＮにおけるチャネル品質インジケーション（ＣＱＩ）のコンピューテーショ
ン／報告の方法および装置（METHOD AND APPARATUS OF CHANNEL QUALITY INDICATION (CQ
I) COMPUTATION/REPORTING IN E-UTRAN)」と題された米国仮出願番号第６１／１４４，０
９９号に対する優先権の主張をする。
【技術分野】
【０００２】
　本開示は、一般的には通信に関し、より具体的にはチャネル品質インジケーション（Ｃ
ＱＩ）をコンピュートし報告するための技術に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、ブ
ロードキャスト等のような様々な通信コンテンツを提供するように広く展開されている。
これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有することに
よって複数のユーザをサポートできる多元接続ネットワークでありうる。このような多元
接続ネットワークの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時分割多元接続
（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワーク、直交ＦＤＭ
Ａ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、およびシングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネ
ットワークを含む。
【０００４】
　ワイヤレス通信ネットワークは、多数のユーザ機器（ＵＥ）のための通信をサポートで
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きる多数の基地局を含むことができる。基地局は、ＵＥに対してダウンリンク上でデータ
を送信することができる。ダウンリンクデータ送信についてのよい性能は、基地局からＵ
Ｅまでの通信チャネルの品質をＵＥに推定させること、その推定されたチャネル品質に基
づいてＣＱＩをコンピュートすること、そして、基地局に対してＣＱＩを送ること、によ
って達成されることができる。ＣＱＩは、推定されたチャネル品質、または、通信チャネ
ル上のデータ送信に使用されることができる変調および符号化スキーム、を示すことがで
きる。ＣＱＩを精確にコンピュートし効率的に報告することが望ましいことがある。
【発明の概要】
【０００５】
　ワイヤレス通信のためのＣＱＩをコンピュートし報告するための技術をここにおいて説
明する。基地局は、ＵＥに対して複数のコードワードを同時に送信可能なことがある。コ
ードワードはまた、パケット、データブロックなどとも呼ばれる。単一のＣＱＩが、複数
のコードワードについてコンピュートされ報告されることができる。
【０００６】
　一態様では、複数のＣＱＩコンピューテーション方法がサポートされることができ、各
ＣＱＩコンピューテーション方法は、ＣＱＩがどのようにコンピュートされるべきかを示
すことができる。１つのＣＱＩコンピューテーション方法が使用のために選択されること
ができる。ＣＱＩは、次いで、選択されたＣＱＩコンピューテーション方法に従ってコン
ピュートされ報告されることができる。
【０００７】
　例示的な一設計においては、ＵＥは、ＣＱＩをコンピュートするための選択される方法
を得ることができ、該選択される方法は、ＣＱＩをコンピュートするのに利用可能な複数
の方法から選ばれる。選択される方法は、（ｉ）基地局によって選ばれ、ＵＥに対してシ
グナリングされる、または、（ｉｉ）ＵＥによって選ばれ、基地局に対してシグナリング
されることができる。選択される方法は、ＵＥの機能、例えば、ＵＥが連続干渉キャンセ
ル（successive interference cancellation）（ＳＩＣ）をサポートするか否か、に基づ
いて選ばれることができる。ＵＥは、該選択される方法にしたがってＣＱＩをコンピュー
トすることができる。一設計では、選択される方法は、複数のコードワードの中の特定の
コードワードについてのＣＱＩコンピューテーションを指定することができる。ＵＥは、
次いで、その機能に基づいて特定のコードワードについてのＣＱＩをコンピュートするこ
とができる。別の設計では、選択される方法は、送信に使用される複数のレイヤ（layer
）にわたって信号品質を平均することによってＣＱＩコンピューテーションを指定するこ
とができる。ＵＥは、次いで、その機能に基づいて複数のレイヤの信号品質を決定するこ
とができ、そして、複数のレイヤの信号品質の平均に基づいてＣＱＩをコンピュートする
ことができる。両方の設計について、ＵＥは、基地局に対してＣＱＩを送ることができ、
その後で、ＣＱＩに基づいて基地局によって送られたデータを受信することができる。
【０００８】
　本開示の様々な態様および特徴を以下でさらに詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、ワイヤレス通信ネットワークを示す。
【図２】図２は、基地局およびＵＥのブロック図を示す。
【図３】図３と図４は、それぞれ、ＣＱＩをコンピュートし報告し、そしてデータを受信
するためのプロセスと装置を示す。
【図４】図３と図４は、それぞれ、ＣＱＩをコンピュートし報告し、そしてデータを受信
するための、プロセスと装置を示す。
【図５】図５と図６は、それぞれ、ＣＱＩを受信しデータを送信するための、プロセスと
装置を示す。
【図６】図５と図６は、それぞれ、ＣＱＩを受信しデータを送信するためのプロセスと装
置を示す。
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【詳細な説明】
【００１０】
　ここにおいて記載される技術は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－
ＦＤＭＡ、および他のネットワークのような様々なワイヤレス通信ネットワークに使用さ
れることができる。用語「ネットワーク（network）」と「システム（system）」はしば
しば互換性をもって使用される。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上ブロードキ
ャストアクセス（Universal Terrestrial Radio Access）（ＵＴＲＡ）、ｃｄｍａ２００
０などの無線技術をインプリメントすることができる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ
ＣＤＭＡ（登録商標））、時分割シンクロナスＣＤＭＡ（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）、およびＣ
ＤＭＡの他の変形を含む。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩ
Ｓ－８５６標準を含む。ＴＤＭＡネットワークは、モバイル通信のためのグローバルシス
テム（ＧＳＭ（登録商標））のような無線通信方法をインプリメントすることができる。
ＯＦＤＭＡネットワークは、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウルトラモバイルブロー
ドバンド（Ultra Mobile Broadband）（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）
、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ
（登録商標）などの無線技術をインプリメントすることができる。ＵＴＲＡおよびＥ－Ｕ
ＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）の一部で
ある。周波数分割デュプレキシング（ＦＤＤ）および時分割デュプレキシング（ＴＤＤ）
の両方における３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥアドバン
スド（ＬＴＥ－Ａ）は、ダウンリンク上でＯＦＤＭＡを利用し、アップリンク上でＳＣ－
ＦＤＭＡを利用する、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲ
Ａ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ＡおよびＧＳＭは、「第３世代パートナ
ーシッププロジェクト(3rd Generation Partnership Project)」(３ＧＰＰ）と称された
団体の文書の中に記載されている。さらに、ｃｄｍａ２０００およびＵＭＢは、「第３世
代パートナーシッププロジェクト２(3rd Generation Partnership Project 2)」（３ＧＰ
Ｐ２）と称された団
体の文書の中に記載されている。ここにおいて記載される技術は、以上で述べたワイヤレ
スネットワークおよび無線技術、ならびに他のワイヤレスネットワークおよび無線技術の
ために使用されることができる。明瞭にするために、技術のある特定の態様が、以下でＬ
ＴＥに関して説明され、以下の説明の多くの部分でＬＴＥ用語が使用される。
【００１１】
　図１は、ワイヤレス通信ネットワーク１００を示しており、それは、ＬＴＥまたは他の
何らかのワイヤレスネットワークを用いる発展型ユニバーサル地上無線アクセスネットワ
ーク（ＥＵＴＲＡＮ）でありうる。ネットワーク１００は、多数の発展型ノードＢ（ｅＮ
Ｂ）１１０および他の複数のネットワークエンティティを含むことができる。ｅＮＢは、
ＵＥと通信する局であってもよく、また、ＮｏｄｅＢ、基地局、アクセスポイントなどと
も呼ばれることがある。各ｅＮＢ１１０は、特定の地理的エリアについて通信サービスエ
リアを提供することができ、サービスエリア内に配置されたＵＥについて通信をサポート
することができる。
【００１２】
　ＵＥ１２０は、ワイヤレスネットワーク全体にわたって分散されることができ、各ＵＥ
は、固定式またはモバイルでありうる。ＵＥは、また、モバイル局、端末、アクセス端末
、加入者ユニット、局、などとも呼ばれうる。ＵＥは、セルラ電話、携帯情報端末（ＰＤ
Ａ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドへルドデバイス、ラップトッ
プコンピュータ、コードレス電話、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、スマートフ
ォン、ネットブック、スマートブックなどでありうる。
【００１３】
　ＬＴＥは、ダウンリンク上で直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）を使用し、アップリン
ク上でシングルキャリア周波数分割多重化（ＳＣ－ＦＤＭ）を使用する。ＯＦＤＭおよび
ＳＣ－ＦＤＭは、周波数範囲を、一般的にトーン、ビンなどとも呼ばれる、複数の（ＮＦ
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ＦＴ）直交サブキャリアへと区分する。各サブキャリアはデータで変調されることができ
る。一般に、変調シンボルは、ＯＦＤＭを用いて周波数ドメインで送られ、ＳＣ－ＦＤＭ
を用いて時間ドメインで送られる。
【００１４】
　図２は、図１のｅＮＢのうちの１つおよびＵＥのうちの１つでありうる、ｅＮＢ１１０
およびＵＥ１２０の一設計のブロック図を示す。ｅＮＢ１１０は、複数の（Ｔ）アンテナ
２３４ａ－２３４ｔを備えることができ、ＵＥ１２０は、複数の（Ｒ）アンテナ２５２ａ
－２５２ｒを備えることができる。
【００１５】
　ｅＮＢ１１０で、送信（ＴＸ）データプロセッサ２２０は、１以上のＵＥについてのデ
ータソース２１２からデータを受信し、そのＵＥについて選択される１以上の変調および
符号化スキームに基づいて各ＵＥについてのデータを処理（例、エンコード、変調）し、
すべてのＵＥについてデータシンボルを提供することができる。ｅＮＢ１１０はまた、制
御情報を処理し、制御シンボルを提供することができる。ＴＸ多入力多出力（ＭＩＭＯ）
プロセッサ２３０は、データシンボル、制御シンボル、および参照シンボルを空間的に処
理することができ、Ｔ出力シンボルストリームをＴ復調器（ＭＯＤ）２３２ａ－２３２ｔ
に対して提供することができる。各変調器２３２は、その出力シンボルストリーム（例、
ＯＦＤＭについて）を処理して、出力サンプルストリームを得ることができる。各変調器
２３２は、その出力サンプルストリームをさらに調整（例、アナログ変換、フィルタ処理
、増幅、アップコンバート）し、ダウンリンク信号を生成することができる。変調器２３
２ａ－２３２ｔからのＴダウンリンク信号は、それぞれ、Ｔアンテナ２３４ａ－２３４ｔ
を介して送信されることができる。
【００１６】
　ＵＥ１２０で、Ｒアンテナ２５２ａ－２５２ｒは、ノードＢ１１０からＴダウンリンク
信号を受信することができ、各アンテナ２５２は、受信された信号を、関連づけられた復
調器（ＤＥＭＯＤ）２５４に対して提供することができる。各復調器２５４は、その受信
された信号を調整（例、フィルタ処理、増幅、ダウンコンバート、デジタル化）してサン
プルを得ることができ、サンプル（例、ＯＦＤＭについて）をさらに処理して、受信され
たシンボルを得ることができる。各復調器２５４は、受信されたデータシンボルをＭＩＭ
Ｏ検出器２６０に対して提供し、受信された参照シンボルをチャネルプロセッサ２９４に
対して提供することができる。チャネルプロセッサ２９４は、受信された参照シンボルに
基づいて、ｅＮＢ１１０からＵＥ１２０までのＭＩＭＯチャネルの応答および品質を推定
することができる。チャネルプロセッサ２９４は、ＭＩＭＯ検出器２６０に対してＭＩＭ
Ｏチャネル推定を提供することができ、コントローラ／プロセッサ２９０に対してチャネ
ル品質推定を提供することができる。ＭＩＭＯ検出器２６０は、ＭＩＭＯチャネル推定に
基づいて、受信されたデータシンボルに対してＭＩＭＯ検出を実行し、検出されたシンボ
ルを提供することができる。受信（ＲＸ）データプロセッサ２７０は、検出されたシンボ
ルを処理（例、復調、復号）し、データシンク２７２に対してＵＥ１２０についての復号
されたデータを提供することができる。
【００１７】
　ＵＥ１２０は、チャネル状態を評価し、ＣＱＩおよび他の情報を含みうるフィードバッ
ク情報を生成することができる。データソース２７８からのデータおよびフィードバック
情報は、ＴＸデータプロセッサ２８０によって処理（例、エンコード、変調）され、ＴＸ
ＭＩＭＯプロセッサ２８２によって空間的に処理され、変調器２５４ａ－２５４ｒによっ
てさらに処理されて、Ｒアップリンク信号を生成することができ、そしてそれは、アンテ
ナ２５２ａ－２５２ｒを介して送信されることができる。ｅＮＢ１１０において、ＵＥ１
２０からのＲアップリンク信号は、アンテナ２３４ａ－２３４ｔによって受信され、復調
器２３２ａ－２３２ｔによって処理され、ＭＩＭＯ検出器２３６によって空間的に処理さ
れ、ＲＸデータプロセッサ２３８によってさらに処理（例、復調、復号）されて、ＵＥ１
２０によって送られるデータおよびフィードバック情報を回復することができる。コント
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ローラ／プロセッサ２４０は、フィードバック情報に基づいてＵＥ１２０へのデータ送信
を制御することができる。回復されたデータは、データシンク２３９に対して提供される
ことができる。
【００１８】
　コントローラ／プロセッサ２４０および２９０は、それぞれ、ｅＮＢ１１０およびＵＥ
１２０におけるオペレーションを命令することができる。メモリ２４２および２９２は、
それぞれ、ノードＢ１１０およびＵＥ１２０のためのデータおよびプログラムコードを保
存することができる。スケジューラ２４４は、すべてのＵＥから受信されたフィードバッ
ク情報に基づいて、ダウンリンク上のデータ送信および／またはアップリンク上のデータ
送信について、ＵＥ１２０および／または他のＵＥをスケジュールすることができる。
【００１９】
　ｅＮＢ１１０は、ＵＥ１２０に対してＭＩＭＯチャネルのＬレイヤ上でデータを送信す
ることができ、一般的にはＬ≧１である。レイヤは、送信に使用される空間チャネルとみ
なされることができる。使用に利用可能なレイヤ（Ｌ）の数は、ｅＮＢ１１０における送
信アンテナ（Ｔ）の数、ＵＥ１２０における受信アンテナ（Ｒ）の数、チャネル状態、お
よび／または他の因子のような様々な因子によって決まりうるものであり、Ｌ≦ｍｉｎ｛
Ｔ，Ｒ｝と与えられる。
【００２０】
　ｅＮＢ１１０は、ＵＥ１２０に対してＬレイヤで同時にＫコードワードを送信すること
ができ、一般的にはＫ≧１である。各コードワードは、エンコードされ、そのコードワー
ドについて選択された変調および符号化スキーム（modulation and coding scheme）（Ｍ
ＣＳ）に基づいてｅＮＢ１１０によって変調されることができる。各コードワードは、そ
のコードワードにおいて送られるデータを回復するためにＵＥ１２０によって別々に復号
されることができる。表１は、空間多重化のためのＬＴＥによってサポートされるコード
ワード対レイヤ・マッピング(codeword-to-layer mapping)を示す。　
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【表１】

【００２１】
　ｅＮＢ１１０はまた、大きな遅延のサイクリック遅延ダイバーシチ（cyclic delay div
ersity）（ＣＤＤ）を使用して、ＵＥ１２０に対してデータを送信することができる。Ｃ
ＤＤの場合、位相ランプ（phase ramp）が複数のサブキャリアにわたって適用されること
ができ、異なる複数の位相ランプが異なる複数のレイヤに対して適用されることができる
。各レイヤが異なる送信アンテナに対応する場合、複数のサブキャリアにわたって位相ラ
ンプを適用することは、その送信アンテナに選択された量だけ各送信アンテナについての
各ＯＦＤＭシンボルの時間ドメインサンプルをサイクリックにシフトすることと同等であ
りえる、その際、異なる複数のサイクリックシフトが異なる複数の送信アンテナに適用さ
れる。周波数ドメインにおける位相ランプの大きさは、時間ドメインにおけるサイクリッ
クシフトの量と関連する。大きな遅延のＣＤＤは、ダイバーシチを達成するために大きな
位相ランプがＬ－１レイヤに適用されることを指しており（ゼロ位相ランプは第１のレイ
ヤに適用される）、それは、データ送信の性能を改善することができる。
【００２２】
　ｅＮＢ１１０は、下記のように、ＵＥ１２０へのデータ送信のために空間処理を実行す
ることができる。　
【数１】

【００２３】
ｘ（ｋ）は、１つのシンボル期間におけるサブキャリアｋ上でＬレイヤを介して送られる
べきＬデータシンボルを含んでいるＬ×１のベクトルである。
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【００２４】
Ｕは、Ｌ×Ｌのレイヤ対仮想アンテナ・マッピング・マトリクスである。
【００２５】
Ｄ（ｋ）は、サブキャリアｋについてのＬ×ＬのＣＤＤマトリクスである。
【００２６】
Ｗ（ｋ）は、サブキャリアｋについてのＴ×Ｌのプレコーディングマトリクスである。
【００２７】
ｙ（ｋ）は、１つのシンボル期間におけるサブキャリアｋ上のＴ送信アンテナについての
Ｔ出力シンボルを含んでいるＴ×１のベクトルである。
【００２８】
　ＵＥ１２０は、ｅＮＢ１１０からデータ送信を受信することができる。ＵＥ１２０にお
ける受信シンボルは、下記のように表されることができる。　
【数２】

【００２９】
Ｈ（ｋ）は、ｅＮＢ１１０からＵＥ１２０までのＭＩＭＯチャネルについてのＲ×Ｔのチ
ャネルマトリクスである。
【００３０】
ｒ（ｋ）は、１つのシンボル期間におけるサブキャリアｋ上のＲ受信アンテナからのＲ受
信シンボルを含んでいるＲ×１のベクトルである。
【００３１】
ｎ（ｋ）は、ＵＥ１２０によって観測された雑音および干渉のＲ×１のベクトルである。
【００３２】
　ＵＥ１２０は、下記のように、受信されたシンボルについてＭＩＭＯ検出を実行するこ
とができる。　

【数３】

【００３３】
Ｍ（ｋ）は、サブキャリアｋについてのＬ×Ｒの空間フィルタマトリックスである。　

【数４】

【００３４】
は、検出されたシンボルのＬ×１のベクトルであり、そしてそれは、ｘ（ｋ）の推定値で
ある。
【００３５】
　ＵＥ１２０は、最小平均二乗誤差（ＭＭＳＥ）、ゼロフォーシング（zero-forcing）（
ＺＦ）、最大比合成（maximal ratio combining）（ＭＲＣ）、または、当技術分野で知
られている他の何らかのＭＩＭＯ検出技術、に基づいて空間フィルタマトリクスＭ（ｋ）
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を導出することができる。ＵＥ１２０は、サブキャリアｋについてのＲ受信シンボルとサ
ブキャリアｋについての空間フィルタマトリクスＭ（ｋ）とに基づいて、送信に使用され
る各サブキャリアｋ上でＬレイヤについてのＬ検出シンボルを得ることができる。ＵＥ１
２０は、ｅＮＢ１１０によって実行されるマッピングに相補的な方式で、ＬレイヤからＫ
コードワードへと、検出されたシンボルをデマッピングすることができる。ＵＥ１２０は
、次いで、各コードワードについての検出されたシンボルを処理（例、復調、復号）して
、コードワードにおいて送られたデータを回復することができる。
【００３６】
　ＵＥ１２０はまた、連続干渉キャンセル（ＳＩＣ）を用いてＭＩＭＯ検出を実行するこ
とができる。この場合、ＵＥ１２０は、ＭＩＭＯ検出を（例えばＭＭＳＥに基づいて）実
行して、１つのコードワードについての検出されたシンボルを得ることができる。ＵＥ１
２０は、コードワードについての検出されたシンボルを処理して、復号されたデータを得
ることができる。ＵＥ１２０は、回復されたコードワードに起因する干渉を推定すること
ができ、受信されたシンボルから推定された干渉をキャンセルして、干渉キャンセルされ
たシンボル(interference-canceled symbols)を得ることができる。ＵＥ１２０は、次い
で、次のコードワードについてのデータを回復するために、干渉キャンセルされたシンボ
ル（受信されたシンボルの代わりに）に対して同じ処理を繰り返すことができる。ＳＩＣ
によって、後で回復される各コードワードは、より少ない干渉を経験することができ、し
たがって、より高い信号品質を観測することができる。信号品質およびチャネル品質とい
う用語は互換性を持って使用されることができ、信号品質は、信号対雑音および干渉比（
ＳＩＮＲ）または他の何らかのメトリックによって量子化されることができる。したがっ
て、Ｌコードワードは、ＳＩＣを用いて異なる複数のＳＩＮＲを達成することができる。
各コードワードのＳＩＮＲは、（ｉ）ＭＩＭＯ検出を用いたそのコードワードのＳＩＮＲ
、（ｉｉ）コードワードが回復される特定の反復／ステージ、そして、（ｉｉｉ）まだ回
復されていないコードワード（もしあれば）に起因する干渉、によって決まりうる。
【００３７】
　明瞭にするために、下記の説明では、ＭＭＳＥ ＵＥは、大きな遅延のＣＤＤによって
送信されるすべてのコードワードについて同様なＳＩＮＲを観測するＵＥである。ＳＩＣ
対応のＵＥ（SIC-capable UE）は、大きな遅延のＣＤＤによって送信される異なる複数の
コードワードについて異なる複数のＳＩＮＲを観測しうるＵＥである。空間多重化と大き
な遅延のＣＤＤによる、複数のコードワードの所与の送信に関して、ＭＭＳＥ ＵＥは、
これらのコードワードについて同様なＳＩＮＲを得ることができるのに対して、ＳＩＣ対
応のＵＥは、これらのコードワードについて異なる複数のＳＩＮＲを得ることができる。
この差は、ＭＭＳＥ ＵＥおよびＳＩＣ対応のＵＥによって使用される異なる複数の受信
機処理技術に起因しうる。
【００３８】
　表１で示される設計に関して、大きな遅延のＣＤＤが選択されるとき、２つのコードワ
ードが、２つのレイヤ、３つのレイヤ、または４つのレイヤ上で送られることができる。
ｅＮＢ１１０における大きな遅延のＣＤＤについての空間処理は、すべてのＬレイヤがＵ
Ｅ１２０において同様の受信ＳＩＮＲを達成するように、ダイバーシチを導入する。この
場合、ＵＥ１２０は、単一のＣＱＩ（すなわち、単一のＣＱＩ値）を生成することができ
、このＣＱＩをｅＮＢ１１０に対してフィードバックとして送ることができる。ｅＮＢ１
１０は、ＣＱＩに基づいてＭＣＳを選択することができ、選択されたＭＣＳに基づいて２
つのコードワードのそれぞれを処理することができる。
【００３９】
　複数のコードワードについての単一のＣＱＩのフィードバックは、コードワードが同様
なＳＩＮＲを観測するときに許容可能な性能を提供することができる。しかしながら、複
数のコードワードが異なる複数のＳＩＮＲを観測しうる場合（例えばＳＩＣに起因する）
、複数のコードワードについての単一のＣＱＩをどのように生成し解釈するかが不明確に
なりうる。
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【００４０】
　一態様では、複数のＣＱＩコンピューテーション方法がサポートされることができ、各
ＣＱＩコンピューテーション方法は、ＣＱＩがどのようにコンピュートされるべきかを示
すことができる。１つのＣＱＩコンピューテーション方法が使用のために選択されること
ができる。ＣＱＩは、選択されたＣＱＩコンピューテーション方法に従ってコンピュート
され報告されることができる。このことは、複数のコードワードについての単一のＣＱＩ
を生成し解釈することにおける不明確を回避することができる。
【００４１】
　例示的な設計では、２つのＣＱＩコンピューテーション方法は、下記のように、サポー
トされることができる。
【００４２】
・第１のＣＱＩコンピューテーション方法－特定のコードワードについてのＣＱＩをコン
ピュートする
・第２のＣＱＩコンピューテーション方法－複数のレイヤにわたって平均することによっ
てＣＱＩをコンピュートする
異なるおよび／または追加のＣＱＩコンピューテーション方法もまたサポートされること
ができる。
【００４３】
　第１のＣＱＩコンピューテーション方法または第２のＣＱＩコンピューテーション方法
は様々な方法で使用のために選択されることができる。一設計では、ｅＮＢ１１０は、Ｕ
Ｅ機能、チャネル状態などのような様々な因子に基づいてＣＱＩコンピューテーション方
法を選択することができる。ＵＥ機能は、ＳＩＣ機能、および／または異なる複数の複数
のコードワードについて異なる複数のＣＱＩを結果としてもたらすことができる他の機能
を含むことができる。例えば、ｅＮＢ１１０は、ＵＥ１２０がＳＩＣをサポートする場合
には第１のＣＱＩコンピューテーション方法を選択することができ、ＵＥ１２０がＳＩＣ
をサポートしない場合には第２のＣＱＩコンピューテーション方法を選択することができ
る。ｅＮＢ１１０は、選択されたＣＱＩコンピューテーション方法をＵＥ１２０に対して
送ることができ、ＵＥ１２０は、選択されたＣＱＩコンピューテーション方法とその機能
にしたがってＣＱＩをコンピュートすることができる。
【００４４】
　別の設計では、ＵＥ１２０は、ＣＱＩコンピューテーション方法を選択することができ
、ｅＮＢ１１０に対して、選択されたＣＱＩコンピューテーション方法とその機能を送る
ことができる。ｅＮＢ１１０は、選択されたＣＱＩコンピューテーション方法とＵＥ機能
に基づいて、ＵＥ１２０からＣＱＩを解釈することができる。
【００４５】
　第１のＣＱＩコンピューテーション方法の場合、ＣＱＩがそれについてコンピュートさ
れる特定のコードワードは、様々な方法で決定されることができる。第１の設計では、特
定のコードワードは、標準において指定されることができ、ｅＮＢ１１０とＵＥ１２０の
双方によってアプリオリで知られることができる。例えば、特定のコードワードは、第１
のコードワードでありうる。第２の設計では、特定のコードワードは、１つのエンティテ
ィによって選択されることができ、他のエンティティに対してシグナリングされることが
できる。例えば、ｅＮＢ１１０は、第１のコードワードもしくは第２のコードワード、ま
たは他の何らかのコードワードについてのＣＱＩフィードバックを選択することができ、
選択されたコードワードをＵＥ１２０に対してシグナリングすることができる。あるいは
、ＵＥ１２０は、特定のコードワードを選択することができ、選択されたコードワードを
ｅＮＢ１１０に対してシグナリングすることができる。第２の設計は、同時に送られてい
る複数のコードワードのうち、より関心の高い特定のコードワードについてのＣＱＩのコ
ンピューテーションおよびフィードバックを可能にする。第３の設計では、特定のコード
ワードは、時間とともに、例えば、予め決定されたパターンに基づいて、変化しうる。例
えば、ＣＱＩは、例えば１つのＣＱＩ報告期間で第１のコードワードについて、そのあと
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で次のＣＱＩ報告期間で第２のコードワードについて、そのあとで次のＣＱＩ報告期間で
第１のコードワードについて、などのように２つのコードワードについて交互にコンピュ
ートされ報告されることができる。第３の設計は、時分割多重（ＴＤＭ）方式で、異なる
複数のコードワードについてのＣＱＩのコンピューテーションおよびフィードバックを可
能にすることができる。第３の設計は、相対的に静的なチャネルに特に適用可能でありう
る。
【００４６】
　第１のＣＱＩコンピューテーション方法の場合、ＭＭＳＥ ＵＥは、コードワードのた
めに使用されるすべてのレイヤ（１つまたは複数）のＳＩＮＲに基づいて特定のコードワ
ードについてのＣＱＩをコンピュートすることができる。ＭＭＳＥ ＵＥは、大きな遅延
のＣＤＤによるすべてのレイヤについて同様なＳＩＮＲを観測することができる。しかし
ながら、ＭＭＳＥ ＵＥは、特定のコードワードのために使用されるレイヤ（１つまたは
複数）だけのＳＩＮＲに基づいて、ＣＱＩをコンピュートすることができる。
【００４７】
　第１のＣＱＩコンピューテーション方法の場合、ＳＩＣ対応のＵＥは、コードワードの
ために使用されるすべてのレイヤ（１つまたは複数）のＳＩＮＲに基づいて特定のコード
ワードについてのＣＱＩをコンピュートすることができる。ＳＩＣ対応のＵＥは、大きな
遅延のＣＤＤによる場合でも、異なる複数のコードワードのために使用される異なる複数
のレイヤについて異なる複数のＳＩＮＲを観測することができる。ＳＩＣ対応のＵＥは、
コードワードのために使用されるレイヤ（１つまたは複数）だけのＳＩＮＲに基づいて特
定のコードワードについてのＣＱＩをコンピュートすることができる。特定のコードワー
ドが復号されるべき第１のコードワードである場合には、ＳＩＣ対応のＵＥは、第１のコ
ードワードに関してインパクトを有していないＳＩＣを用いて、第１のコードワードのた
めに使用されるレイヤ（１つまたは複数）に基づいてＣＱＩをコンピュートすることがで
きる。特定のコードワードが復号されるべき第２のコードワードである場合には、ＳＩＣ
対応のＵＥは、第１のコードワードに干渉キャンセルを適用した後で第２のコードワード
のために使用されるレイヤ（１つまたは複数）に基づいてＣＱＩをコンピュートすること
ができる。したがって、ＳＩＣは、第１のコードワードを除いた各コードワードのＣＱＩ
に対してインパクトを有することができる。第１のコードワードは、残りの各コードワー
ドよりも、ＳＩＮＲにおけるより少ない変動を観測することができる。したがって、残り
の各コードワードよりもより精確なＣＱＩが、第１のコードワードについて得られること
ができる。
【００４８】
　第２のＣＱＩコンピューテーション方法の場合、ＭＭＳＥ ＵＥは、送信に使用される
すべてのレイヤにわたってＳＩＮＲを平均することによってＣＱＩをコンピュートするこ
とができる。ＭＭＳＥ ＵＥは、大きな遅延のＣＤＤによるすべてのレイヤについて同様
なＳＩＮＲを観測することができる。ＭＭＳＥ ＵＥは、すべてのレイヤにわたってＳＩ
ＮＲを平均することによって、より精確なＣＱＩを得ることができる。より精確なＣＱＩ
は、データ伝送の性能を改善することができる。
【００４９】
　第２のＣＱＩコンピューテーション方法の場合、ＳＩＣ対応のＵＥは、様々な方法です
べてのレイヤにわたってＳＩＮＲを平均することができる。一設計では、ＳＩＣ対応のＵ
Ｅは、ＳＩＣを適用して複数のレイヤにわたってＳＩＮＲを平均することができる。一例
として、２つのコードワードが３つのレイヤ上で送られることができ、その際、第１のコ
ードワードはレイヤ１上で送られ、第２のコードワードはレイヤ２とレイヤ３上で送られ
る。ＳＩＣ対応のＵＥは、レイヤ１についてはＳＩＮＲ Ｘ、レイヤ２とレイヤ３のそれ
ぞれについてはＳＩＮＲ Ｙを得ることができ、ＸとＹは、デシベル（ｄＢ）単位であり
うる。これで、平均ＳＩＮＲ Ｚは、Ｚ＝（Ｘ＋２Ｙ）／３としてコンピュートされるこ
とができる。あるいは、平均ＳＩＮＲ Ｚは、３つのレイヤによってサポートされるデー
タレートに基づいてコンピュートされることもできる。ＳＩＮＲ ｘに対応しているサポ
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いての全体的なデータレートは、Ｃ＝ｆ（Ｘ）＋２ｆ（Ｙ）として与えられる。平均ＳＩ
ＮＲは、　
【数５】

【００５０】
によって与えられ、なお、　
【数６】

【００５１】
は、　
【数７】

【００５２】
の逆関数（inverse function）である。平均することはまた、他の方式で実行されること
ができる。いずれの場合においても、ＣＱＩは平均ＳＮＲ　Ｚに基づいて決定されること
ができる。別の設計では、ＳＩＣ対応のＵＥは、ＳＩＣを適用せずに複数のレイヤにわた
ってＳＩＮＲを平均することができる。この設計では、ＳＩＣを適用せずにＳＩＣ対応の
ＵＥによって得られる平均ＳＩＮＲは、ＭＭＳＥ ＵＥによって得られる平均ＳＩＮＲと
同様となりうる。
【００５３】
　表２は、第１のＣＱＩコンピューテーション方法と第２のＣＱＩコンピューテーション
方法についてのＳＩＣ対応のＵＥとＭＭＳＥ ＵＥによるＣＱＩコンピューテーション方
法を要約している。　
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【表２】

【００５４】
　表２で示されているように、各ＣＱＩコンピューテーション方法について、ＳＩＣ対応
のＵＥは、いくつかの方式のうちの１つでＣＱＩをコンピュートすることができる。ＳＩ
Ｃを用いた第２のコードワードの実際のＣＱＩおよび／または第１のコードワードの実際
のＣＱＩは、コンピュートされたＣＱＩとは異なりうる。一設計では、各コードワードの
実際のＣＱＩまたはＳＩＮＲとコンピュートされたＣＱＩまたはＳＩＮＲとの間の差は、
ＳＩＣ対応のＵＥによって推定されることができ、ｅＮＢに対して、例えば１度のみまた
は遅いレートで、報告されることができる。差は、相対的に静的でありえ、コンピュート
されたＣＱＩに基づいて各コードワードの実際のＣＱＩをｅＮＢが推定することを可能に
することができる。別の設計では、ｅＮＢは、（ｉ）各コードワードの実際のＣＱＩまた
はＳＩＮＲとコンピュートされたＣＱＩまたはＳＩＮＲとの間の差を推定することができ
る、および／または（ｉｉ）コードワードを処理するときにこの差を考慮する（account 
for）ことができる。
【００５５】
　ｅＮＢ１１０は、ＵＥ１２０から複数のコードワードについて単一のＣＱＩを受信する
ことができる。ｅＮＢ１１０は、どのＣＱＩコンピューテーション方法が使用のために選
択されるか、ＵＥ１２０の機能（例えば、ＵＥ１２０がＭＭＳＥ ＵＥであるか、または
ＳＩＣ対応のＵＥであるか）、どの特定のコードワードが選択されるか（適用可能な場合
）、および／または他の因子に応じて、様々な方式でデータを処理し送信することができ
る。
【００５６】
　ＵＥ１２０がＭＭＳＥ ＵＥである場合、ＵＥ１２０から受信されたＣＱＩは、第１の
ＣＱＩコンピューテーション方法または第２のＣＱＩコンピューテーション方法が選択さ
れるかどうかに関らず、各コードワードによって達成されるＳＩＮＲを示すことができる
。ｅＮＢ１１０は、受信されたＣＱＩに基づいてＭＣＳを選択し、選択されたＭＣＳに基
づいて各コードワードを処理（例、エンコード、変調）し、ＵＥ１２０に対して各コード
ワードを送ることができる。
【００５７】
　ＵＥ１２０がＳＩＣ対応のＵＥである場合、ＵＥ１２０から受信されたＣＱＩは、異な
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る複数の方式で解釈されることができる。第１のＣＱＩコンピューテーション方法が選択
される場合、ＵＥ１２０は、ＳＩＣを用いて第１のコードワードまたは第２のコードワー
ドについてのＣＱＩをコンピュートすることができる。ＣＱＩが第１のコードワードにつ
いてのものである場合、ｅＮＢ１１０は、受信されたＣＱＩに基づいて第１のコードワー
ドについてのＭＣＳを選択することができ、選択されたＭＣＳに基づいてこのコードワー
ドを処理することができる。第２のコードワードは、第１のコードワードよりも高いＳＩ
ＮＲを観測することができる。ｅＮＢ１１０はまた、第２のコードワードについて、選択
されたＭＣＳを使用することができる。あるいは、ｅＮＢ１１０は、第２のコードワード
について、より高いＳＩＮＲに対応する別のＭＣＳを使用することもできる。ＣＱＩが第
２のコードワードについてのものである場合、ｅＮＢ１１０は、受信されたＣＱＩに基づ
いて第２のコードワードについてのＭＣＳを選択することができ、選択されたＭＣＳに基
づいてこのコードワードを処理することができる。第１のコードワードは、第２のコード
ワードよりも低いＳＩＮＲを観測することができる。ｅＮＢ１１０はまた、第１のコード
ワードについて、選択されたＭＣＳを使用することができる。あるいは、ｅＮＢ１１０は
、第１のコードワードについて、より低いＳＩＮＲに対応する別のＭＣＳを使用すること
もできる。
【００５８】
　ＵＥ１２０がＳＩＣ対応のＵＥであり第２のＣＱＩコンピューテーション方法が選択さ
れる場合、ＵＥ１２０は、ＳＩＣを用いてまたはＳＩＣを用いずに複数のレイヤにわたっ
てＳＩＮＲを平均することによってＣＱＩをコンピュートすることができる。ＵＥ１２０
がＳＩＣを用いずにＳＩＮＲを平均する場合、ＣＱＩは、第１のコードワードのＳＩＮＲ
を反映することができる。ｅＮＢ１１０は、受信されたＣＱＩに基づいて第１のコードワ
ードについてのＭＣＳを選択することができ、選択されたＭＣＳに基づいてこのコードワ
ードを処理することができる。第２のコードワードは、第１のコードワードよりも高いＳ
ＩＮＲを観測することができる。ｅＮＢ１１０は、第２のコードワードについて、選択さ
れたＭＣＳ、またはより高いＳＩＮＲに対応する別のＭＣＳを使用することができる。Ｕ
Ｅ１２０がＳＩＣを用いてＳＩＮＲを平均する場合には、ＣＱＩは、第１のコードワード
のＳＩＮＲの楽観的推定値、そして、第２のコードワードのＳＩＮＲの悲観的推定値であ
りうる。ｅＮＢ１１０は、受信されたＣＱＩに基づいてＭＣＳを選択することができ、選
択されたＭＣＳ、またはより低いＳＩＮＲについての別のＭＣＳに基づいて、第１のコー
ドワードを処理することができる。ｅＮＢ１１０は、選択されたＭＣＳ、またはより高い
ＳＩＮＲについての別のＭＣＳに基づいて、第２のコードワードを処理することができる
。ｅＮＢ１１０はまた、他の方式で、各コードワードについてのＭＣＳを選択することが
できる。
【００５９】
　ｅＮＢ１１０は、ハイブリッド自動再送信（hybrid automatic retransmission）（Ｈ
ＡＲＱ）を用いて、ＵＥ１２０に対して１以上のコードワードを送信することができる。
ＨＡＲＱの場合、ｅＮＢ１１０は、コードワードがＵＥ１２０によって正しく復号される
または他の何らかの終了状態に出くわすまで、コードワードの１以上の送信を送ることが
できる。コードワードの各送信について、ＵＥ１２０は、コードワードが正確に復号され
る場合にはアクナレッジメント（ＡＣＫ）を送ることができ、コードワードが誤って復号
される場合にはネガティブアクナレッジメント（ＮＡＣＫ）を送ることができる。ｅＮＢ
１１０は、ＡＣＫが受信される場合にはコードワードの別の送信を送ることができ、ＮＡ
ＣＫが受信される場合にはコードワードの送信を終了することができる。ｅＮＢ１１０は
、ＵＥ１２０に対して複数のコードワードを送信することができ、ターゲット終了とも呼
ばれうる特定数の送信の後で十分に高い確率ですべてのコードワードが終了するように、
各コードワードについてのＭＣＳを選択することができる。
【００６０】
　図３は、通信ネットワークにおいて、ＣＱＩをコンピュートし報告しデータを受信する
ためのプロセス３００の一設計を示す。プロセス３００は、ＵＥ（後述する）、または他
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の何らかのエンティティによって実行されることができる。ＵＥは、ＣＱＩをコンピュー
トするための選択される方法を得ることができ、該選択される方法は、ＣＱＩをコンピュ
ートするのに利用可能な複数の方法から選ばれる（ブロック３１２）。選択される方法は
、（ｉ）基地局によって選ばれ、ＵＥに対してシグナリングされる、または、（ｉｉ）Ｕ
Ｅによって選ばれ、基地局に対してシグナリングされることができる。選択される方法は
、ＵＥの受信機処理機能（例、ＵＥがＳＩＣをサポートするか否か）、および／または他
の因子に基づいて選ばれることができる。ＵＥは、その機能（例、そのＳＩＣ機能）を基
地局に対してシグナリングすることができる。
【００６１】
　複数の方法は、（ｉ）異なる複数のコードワードのために使用される複数のレイヤにわ
たって信号品質を平均することなくＣＱＩをコンピュートするための第１の方法と、（ｉ
ｉ）異なる複数のコードワードのために使用される複数のレイヤにわたって信号品質を平
均することによってＣＱＩをコンピュートするための第２の方法と、を含むことができる
。複数の方法はまた、ＣＱＩをコンピュートするための他の方法を具備することができる
。
【００６２】
　ＵＥは、選択される方法にしたがってＣＱＩをコンピュートすることができる（ブロッ
ク３１４）。一設計において、選択される方法は、複数のコードワードの中の特定のコー
ドワードについてのＣＱＩを指定することができる。特定のコードワードは、複数のコー
ドワードの中の復号されるべき第１のコードワード（または他の何らかのコードワード）
でありうる。特定のコードワードはまた、（ｉ）基地局によって決定され、ＵＥに対して
シグナリングされる、または、（ｉｉ）ＵＥによって決定され、基地局に対してシグナリ
ングされる。いずれの場合においても、ＵＥは、その受信機処理機能に基づいて特定のコ
ードワードについてのＣＱＩをコンピュートすることができる。ＵＥがＳＩＣをサポート
する場合、ＵＥは、（ｉ）特定のコードワードが第１のコードワードである場合には干渉
キャンセルを用いずにＣＱＩをコンピュートすることができ、または（ｉｉ）特定のコー
ドワードが第２のコードワードである場合には干渉キャンセルを用いてＣＱＩをコンピュ
ートすることができる。その機能に関らず、ＵＥは、特定のコードワードのために使用さ
れる少なくとも１つのレイヤの信号品質を決定することができ、少なくとも１つのレイヤ
の信号品質に基づいて特定のコードワードについてのＣＱＩをコンピュートすることがで
きる。ＵＥは、複数のコードワードについて同様なＣＱＩを有することができ（その受信
機処理機能および／または基地局による空間処理に起因する）、特定のコードワードのみ
についてＣＱＩをコンピュートすることができる。あるいは、ＵＥは、複数のコードワー
ドについて異なる複数のＣＱＩを有することができ、特定のコードワードのみについてＣ
ＱＩをコンピュートすることができる。
【００６３】
　別の設計では、選択される方法は、送信に使用される複数のレイヤにわたって信号品質
を平均することによって、ＣＱＩコンピューテーションを指定することができる。この場
合、ＵＥは、その受信機処理機能に基づいて複数のレイヤの信号品質を決定することがで
きる。ＵＥは、次いで、複数のレイヤの信号品質の平均に基づいてＣＱＩをコンピュート
することができる。ＵＥがＳＩＣをサポートする場合には、ＵＥは、干渉キャンセルを用
いずに第１のコードワードのために使用される少なくとも１つのレイヤの信号品質を決定
し、干渉キャンセルを用いて第２のコードワードのために使用される少なくとも１つの追
加のレイヤの信号品質を決定することができる。
【００６４】
　ＵＥは、基地局に対してＣＱＩを送ることができる（ブロック３１６）。ＵＥは、その
後で、ＣＱＩに基づいて基地局によって送られたデータ（例、複数のコードワード）を受
信することができる（ブロック３１８）。
【００６５】
　図４は、通信ネットワークにおいて、ＣＱＩをコンピュートし報告しデータを受信する
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ための装置４００の一設計を示す。装置４００は、ＣＱＩをコンピュートするための選択
される方法を得るモジュール４１２、ここで、該選択される方法は、ＣＱＩをコンピュー
トするのに利用可能な複数の方法から選ばれる；該選択される方法にしたがってＣＱＩを
コンピュートするモジュール４１４；基地局に対してＵＥからＣＱＩを送るモジュール４
１６；およびＣＱＩに基づいてＵＥに対して基地局によって送られたデータを受信するモ
ジュール４１８；を含む。
【００６６】
　図５は、通信ネットワークにおいて、ＣＱＩを受信しデータを送信するためのプロセス
５００の一設計を示す。プロセス５００は、基地局／ｅＮＢ（後述する）、または他の何
らかのエンティティによって実行されることができる。基地局は、ＵＥによってＣＱＩを
コンピュートするための選択される方法を決定することができ、その選択される方法は、
ＣＱＩをコンピュートするのに利用可能な複数の方法から選ばれる（ブロック５１２）。
選択される方法は、（ｉ）基地局によって選ばれ、ＵＥに対してシグナリングされる、ま
たは、（ｉｉ）ＵＥによって選ばれ、基地局に対してシグナリングされることができる。
基地局は、選択される方法にしたがってＵＥによってコンピュートされたＣＱＩを受信す
ることができる（ブロック５１４）。基地局は、受信されたＣＱＩに基づいて、ＵＥに対
してデータを送ることができる（ブロック５１６）。
【００６７】
　一設計において、選択される方法は、複数のコードワードの中の特定のコードワードに
ついてのＣＱＩコンピューテーションを指定することができる。受信されたＣＱＩは、特
定のコードワードについてのものでありうる。ＵＥは、例えばその機能および／または基
地局による空間処理に起因して、複数のコードワードについて同様な信号品質を観測する
ことができる。ブロック５１６について、基地局は、受信されたＣＱＩに基づいてＭＣＳ
を決定することができ、ＭＣＳに基づいて複数のコードワードのそれぞれを処理すること
ができる。あるいは、ＵＥは、例えばそのＳＩＣ機能および／または基地局による空間処
理に起因して、複数のコードワードについて異なる複数の信号品質を観測することができ
る。ブロック５１６について、基地局は、受信されたＣＱＩに基づいて特定のコードワー
ドについてＭＣＳを決定し、受信されたＣＱＩに基づいて別のコードワードについて別の
ＭＣＳを決定し、そのコードワードについてのＭＣＳに基づいて各コードワードを処理す
ることができる。２つのＭＣＳは、異なるものでありえ、上述のように選択されることが
できる。
【００６８】
　別の設計では、選択される方法は、送信に使用される複数のレイヤにわたって信号品質
を平均することによって、ＣＱＩコンピューテーションを指定することができる。ブロッ
ク５１６について、基地局は、受信されたＣＱＩに基づいて、複数のコードワードについ
て少なくとも１つのＭＣＳを決定することができる。基地局は、次いで、少なくとも１つ
のＭＣＳに基づいて複数のコードワードを処理することができる。ＵＥが複数のコードワ
ードについて同様な信号品質を観測する場合には、基地局は、受信されたＣＱＩに基づい
て単一のＭＣＳを決定することができ、ＭＣＳに基づいて各コードワードを処理すること
ができる。ＵＥが複数のコードワードについて異なる複数の信号品質を観測する場合、基
地局は、上述のように、受信されたＣＱＩに基づいて各コードワードについてＭＣＳを決
定することができ、そのコードワードについてのＭＣＳに基づいて各コードワードを処理
することができる。
【００６９】
　図６は、通信ネットワークにおいて、ＣＱＩを受信しデータを送信するための装置６０
０の一設計を示す。装置６００は、ＣＱＩをコンピュートするための選択される方法を決
定するモジュール６１２、ここで、該選択される方法は、ＣＱＩをコンピュートするのに
利用可能な複数の方法から選ばれる；該選択される方法にしたがってＵＥによってコンピ
ュートされたＣＱＩを受信するモジュール６１４；および該受信されたＣＱＩに基づいて
ＵＥに対して基地局からデータを送るモジュール６１６；を含む。
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【００７０】
　図４および図６のモジュールは、プロセッサ、電子デバイス、ハードウェアデバイス、
電子コンポーネント、論理回路、メモリ、ソフトウェアコード、ファームウェアコード等
、またはそれらのいずれかの組み合わせを具備することができる。
【００７１】
　当業者は、情報と信号が様々な異なる技術および技法のうちいずれかを使用して表わさ
れることができるということを理解するであろう。例えば、上記の説明の全体にわたって
参照されうる、データ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップ
は、電圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁粒子、光場もしくは光学粒子、またはそれらの
いずれかの組み合わせ、によって表わされることができる。
【００７２】
　当業者は、ここにおける開示に関連して記載された、様々な例示的な論理ブロック、モ
ジュール、回路、およびアルゴリズムステップが、電子ハードウェア、コンピュータソフ
トウェア、または両方の組合せとしてインプリメントされうる、ということをさらに理解
するであろう。ハードウェアおよびソフトウェアのこの互換性を明瞭に説明するために、
様々な例示的なコンポーネント、ブロック、モジュール、回路およびステップが、以上で
それらの機能の点で大まかに説明された。そのような機能が、ハードウェアあるいはソフ
トウェアとしてインプリメントされるかどうかは、特定のアプリケーションと全体的なシ
ステムに課された設計制約とによって決まる。当業者は、特定のアプリケーションそれぞ
れについて様々な方法で、説明された機能をインプリメントすることができるが、そのよ
うなインプリメンテーションの決定は、この開示の範囲からの逸脱を生じさせるものとし
て解釈されるべきでない。
【００７３】
　ここにおける開示に関連して説明された様々な例示的な論理ブロック、モジュールおよ
び回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路
（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、もしくは他のプロ
グラマブル論理回路、ディスクリートゲートもしくはトランジスタロジック、ディスクリ
ートハードウェアコンポーネント、または、ここにおいて説明された機能を実行するよう
に設計されたそれらのいずれかの組み合わせ、でインプリメントされる、または実行され
ることができる。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであることができるが、代替と
して、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、
またはステートマシンであってもよい。プロセッサはまた、コンピューティングデバイス
の組み合わせ、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組み合わせ、複数のマイクロプ
ロセッサ、ＤＳＰコアと併用しての１以上のマイクロプロセッサ、またはいずれか他のそ
のような構成、としてインプリメントされてもよい。
【００７４】
　ここにおける開示に関連して説明された方法またはアルゴリズムのステップは、直接ハ
ードウェアにおいて、プロセッサによって実行されたソフトウェアモジュールにおいて、
あるいは２つの組み合わせにおいて、具現化されることができる。ソフトウェアモジュー
ルは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯ
Ｍメモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭあるいは当
技術分野において知られている記憶媒体のいずれの他の形態、において常駐することがで
きる。例示的な記憶媒体は、プロセッサに結合されるので、プロセッサが記憶媒体から情
報を読み取ることができ、また記憶媒体に情報を書き込むことができる。あるいは、記憶
媒体は、プロセッサに一体化されてもよい。プロセッサと記憶媒体は、ＡＳＩＣに常駐し
てもよい。ＡＳＩＣは、ユーザ端末に常駐してもよい。代替的に、プロセッサと記憶媒体
は、ディスクリートコンポーネントとしてユーザ機器に常駐してもよい。
【００７５】
　１つまたは複数の例示的な設計では、記載された機能は、ハードウェア、ソフトウェア
、ファームウェアあるいはそれらのいずれかの組み合わせにおいてインプリメントされる
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ことができる。ソフトウェアでインプリメントされる場合には、機能は、コンピュータ可
読媒体上で、１つまたは複数の命令あるいはコードとして、記憶されてもよく、あるいは
、送信されることができる。コンピュータ可読媒体は、１つの場所から別の場所へのコン
ピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含んでいる通信媒体とコンピュータ
記憶媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎用コンピュータまたは専用コンピュータによって
アクセスされることができる、いずれの利用可能な媒体であることができる。限定ではな
く例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ
－ＲＯＭあるいは他の光学ディスクストレージ、磁気ディスクストレージあるいは他の磁
気ストレージデバイス、あるいは、命令あるいはデータストラクチャの形態において望ま
れるプログラムコード手段を保存あるいは搬送するために使用されることができる、また
、汎用または専用コンピュータ、または、汎用または専用プロセッサによってアクセスさ
れることができる、任意の他の媒体を具備することができる。また、いずれの接続もコン
ピュータ可読媒体と適切に名付けられる。例えば、ソフトウェアがウェブサイト、サーバ
、あるいは、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア(twisted pair)、デジ
タル加入者ライン(digital subscriber line)（ＤＳＬ）、あるいは赤外線、無線、およ
びマイクロ波のような無線技術を使用している他の遠隔ソース、から送信される場合には
、そのときには、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、あるい
は赤外線、無線、およびマイクロ波のような無線技術は、媒体（medium）の定義に含まれ
る。ここに使用されるように、ディスク（disk）とディスク（disc）は、コンパクトディ
スク(compact disc)（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）(laser disc)、光学ディス
ク(optical disc)、デジタル汎用ディスク(digital versatile disc)（ＤＶＤ）、フロッ
ピー（登録商標）ディスク（disk）およびブ
ルーレイディスク(blu-ray disc)を含んでおり、「ディスク（disks）」は大抵データを
磁気で再生しているが、「ディスク（discs）」はレーザーで光学的に再生する。上記の
組み合わせはまた、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００７６】
　本開示の前述されている説明は、当業者が本開示を行うまたは使用することを可能にす
るために提供されている。本開示に対する様々な修正は、当業者にとっては容易に明らか
であろう、そして、ここにおいて定義された包括的な原理は、本開示の精神あるいは範囲
から逸脱することなく、他の変形に適用されることができる。したがって、本開示は、こ
こにおいて記載される例および設計に限定されるようには意図されていないが、ここに開
示された原理および新規な特徴に整合する最も広い範囲が与えられるべきである。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［１］
　下記を具備する、ワイヤレス通信のための方法：
　　チャネル品質インジケーション（ＣＱＩ）をコンピュートするための選択される方法
を得ること、前記選択される方法は、ＣＱＩをコンピュートするのに利用可能な複数の方
法から選ばれる；
　　前記選択される方法にしたがってＣＱＩをコンピュートすること；および
　　基地局に対してユーザ機器（ＵＥ）から前記ＣＱＩを送ること。
［２］
　前記複数の方法は、異なる複数のコードワードのために使用される複数のレイヤにわた
って信号品質を平均することなくＣＱＩをコンピュートするための第１の方法と、異なる
複数のコードワードのために使用される複数のレイヤにわたって信号品質を平均すること
によってＣＱＩをコンピュートするための第２の方法と、を含む、上記［１］に記載の方
法。
［３］
　前記選択される方法は、複数のコードワードの中の特定のコードワードについてのＣＱ
Ｉをコンピュートするためのものである、上記［１］に記載の方法。
［４］
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　前記特定のコードワードは、前記複数のコードワードの中の第１のコードワードである
、上記［３］に記載の方法。
［５］
　ＣＱＩを前記コンピュートすることは、前記ＵＥの受信機処理機能に基づいて前記特定
のコードワードについてのＣＱＩをコンピュートすることを含む、上記［３］に記載の方
法。
［６］
　上記［３］に記載の方法、ここにおいて、前記ＵＥは、連続干渉キャンセル（ＳＩＣ）
をサポートし、ＣＱＩを前記コンピュートすることは、下記を含む：
　　前記特定のコードワードが前記複数のコードワードの中の第１のコードワードである
場合には干渉キャンセルを用いずにＣＱＩをコンピュートすること、および
　　前記特定のコードワードが前記複数のコードワードの中の第２のコードワードである
場合には干渉キャンセルを用いてＣＱＩをコンピュートすること。
［７］
　上記［３］に記載の方法、ここにおいて、ＣＱＩを前記コンピュートすることは、下記
を含む：
　　前記特定のコードワードのために使用される少なくとも１つのレイヤの信号品質を決
定すること、および
　　前記特定のコードワードのために使用される前記少なくとも１つのレイヤの前記信号
品質に基づいて前記特定のコードワードについてのＣＱＩをコンピュートすること。
［８］
　前記選択される方法は、送信に使用される複数のレイヤにわたって信号品質を平均する
ことによってＣＱＩをコンピュートするためのものである、上記［１］に記載の方法。
［９］
　上記［８］に記載の方法、ここにおいて、ＣＱＩを前記コンピュートすることは、下記
を含む：
　　前記ＵＥの受信機処理機能に基づいて前記複数のレイヤの複数の信号品質を決定する
こと、および
　　前記複数のレイヤの前記複数の信号品質の平均に基づいてＣＱＩをコンピュートする
こと。
［１０］
　上記［９］に記載の方法、ここにおいて、前記ＵＥは、連続干渉キャンセル（ＳＩＣ）
をサポートし、前記複数のレイヤの前記複数の信号品質を前記決定することは、下記を含
む：
　　干渉キャンセルを用いずに第１のコードワードのために使用される少なくとも１つの
レイヤの信号品質を決定すること、および
　　干渉キャンセルを用いて第２のコードワードのために使用される少なくとも１つの追
加のレイヤの信号品質を決定すること。
［１１］
　下記をさらに具備する、上記［１］に記載の方法：
　　前記ＣＱＩに基づいて前記ＵＥに対して前記基地局によって送られた複数のコードワ
ードを受信すること。
［１２］
　下記を具備する、ワイヤレス通信のための装置：
　　チャネル品質インジケーション（ＣＱＩ）をコンピュートするための選択される方法
を得るための手段、前記選択される方法は、ＣＱＩをコンピュートするのに利用可能な複
数の方法から選ばれる；
　　前記選択される方法にしたがってＣＱＩをコンピュートするための手段；および
　　基地局に対してユーザ機器（ＵＥ）から前記ＣＱＩを送るための手段。
［１３］
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　上記［１２］に記載の装置、ここにおいて、前記選択される方法は、複数のコードワー
ドの中の特定のコードワードについてのＣＱＩをコンピュートするためのものであり、Ｃ
ＱＩをコンピュートするための前記手段は、下記を含む：
　　前記ＵＥの受信機処理機能に基づいて前記特定のコードワードについてのＣＱＩをコ
ンピュートするための手段。
［１４］
　上記［１３］に記載の装置、ここにおいて、前記ＵＥは、連続干渉キャンセル（ＳＩＣ
）をサポートし、ＣＱＩをコンピュートするための前記手段は、下記を含む：
　　前記特定のコードワードが前記複数のコードワードの中の第１のコードワードである
場合には干渉キャンセルを用いずにＣＱＩをコンピュートするための手段、および
　　前記特定のコードワードが前記複数のコードワードの中の第２のコードワードである
場合には干渉キャンセルを用いてＣＱＩをコンピュートするための手段。
［１５］
　上記［１２］に記載の装置、ここにおいて、前記選択される方法は、送信に使用される
複数のレイヤにわたって信号品質を平均することによってＣＱＩをコンピュートするため
のものであり、ＣＱＩをコンピュートするための前記手段は、下記を含む：
　　前記ＵＥの受信機処理機能に基づいて前記複数のレイヤの複数の信号品質を決定する
ための手段、および
　　前記複数のレイヤの前記複数の信号品質の平均に基づいてＣＱＩをコンピュートする
ための手段。
［１６］
　上記［１５］に記載の装置、ここにおいて、前記ＵＥは、連続干渉キャンセル（ＳＩＣ
）をサポートし、前記複数のレイヤの前記複数の信号品質を決定するための前記手段は、
下記を含む：
　　干渉キャンセルを用いずに第１のコードワードのために使用される少なくとも１つの
レイヤの信号品質を決定するための手段、および
　　干渉キャンセルを用いて第２のコードワードのために使用される少なくとも１つの追
加のレイヤの信号品質を決定するための手段。
［１７］
　下記を具備する、ワイヤレス通信のための装置：
　　チャネル品質インジケーション（ＣＱＩ）をコンピュートするための選択される方法
を得るように構成された少なくとも１つのプロセッサ、前記選択される方法は、ＣＱＩを
コンピュートするのに利用可能な複数の方法から選ばれる；前記少なくとも１つのプロセ
ッサはさらに、
　　前記選択される方法にしたがってＣＱＩをコンピュートし、
　　基地局に対してユーザ機器（ＵＥ）から前記ＣＱＩを送る、ように構成される。
［１８］
　前記選択される方法は、複数のコードワードの中の特定のコードワードについてのＣＱ
Ｉをコンピュートするためのものであり、前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＵＥ
の受信機処理機能に基づいて前記特定のコードワードについてのＣＱＩをコンピュートす
るように構成される、上記［１７］に記載の装置。
［１９］
　前記ＵＥは、連続干渉キャンセル（ＳＩＣ）をサポートし、前記少なくとも１つのプロ
セッサは、前記特定のコードワードが前記複数のコードワードの中の第１のコードワード
である場合には干渉キャンセルを用いずにＣＱＩをコンピュートし、前記特定のコードワ
ードが前記複数のコードワードの中の第２のコードワードである場合には干渉キャンセル
を用いてＣＱＩをコンピュートするように構成される、上記［１８］に記載の装置。
［２０］
　前記選択される方法は、送信に使用される複数のレイヤにわたって信号品質を平均する
ことによってＣＱＩをコンピュートするためのものであり、前記少なくとも１つのプロセ
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ッサは、前記ＵＥの受信機処理機能に基づいて前記複数のレイヤの複数の信号品質を決定
するように、そして、前記複数のレイヤの前記複数の信号品質の平均に基づいてＣＱＩを
コンピュートするように、構成される、上記［１７］に記載の装置。
［２１］
　前記ＵＥは、連続干渉キャンセル（ＳＩＣ）をサポートし、前記少なくとも１つのプロ
セッサは、干渉キャンセルを用いずに第１のコードワードのために使用される少なくとも
１つのレイヤの信号品質を決定するように、そして、干渉キャンセルを用いて第２のコー
ドワードのために使用される少なくとも１つの追加のレイヤの信号品質を決定するように
、構成される、上記［２０］に記載の装置。
［２２］
　下記を具備するコンピュータプログラムプロダクト：
　　下記を具備する、コンピュータ可読媒体：
　　チャネル品質インジケーション（ＣＱＩ）をコンピュートするための選択される方法
を得ることを、少なくとも１つのプロセッサにさせるためのコード、前記選択される方法
は、ＣＱＩをコンピュートするのに利用可能な複数の方法から選ばれる；
　　前記選択される方法にしたがってＣＱＩをコンピュートすることを、前記少なくとも
１つのプロセッサにさせるためのコード；および
　　基地局に対してユーザ機器（ＵＥ）から前記ＣＱＩを送ることを、前記少なくとも１
つのプロセッサにさせるためのコード。
［２３］
　下記を具備する、ワイヤレス通信のための方法：
　　チャネル品質インジケーション（ＣＱＩ）をコンピュートするための選択される方法
を決定すること、前記選択される方法は、ＣＱＩをコンピュートするのに利用可能な複数
の方法から選ばれる；
　　前記選択される方法にしたがってユーザ機器（ＵＥ）によってコンピュートされるＣ
ＱＩを受信すること；および
　　前記受信されたＣＱＩに基づいて前記ＵＥに対して基地局からデータを送ること。
［２４］
　前記選択される方法は、複数のコードワードの中の特定のコードワードについてのＣＱ
Ｉをコンピュートするためのものであり、前記受信されたＣＱＩは、前記特定のコードワ
ードについてのものである、上記［２３］に記載の方法。
［２５］
　上記［２４］に記載の方法、ここにおいて、前記ＵＥは、前記複数のコードワードにつ
いて同様な複数の信号品質を観測し、データを前記送ることは下記を含む：
　　前記受信されたＣＱＩに基づいて変調および符号化スキーム（ＭＣＳ）を決定するこ
と、ならびに
　　前記ＭＣＳに基づいて前記複数のコードワードのそれぞれを処理すること。
［２６］
　上記［２４］に記載の方法、ここにおいて、前記ＵＥは、前記複数のコードワードにつ
いて異なる複数の信号品質を観測し、データを前記送ることは下記を含む：
　　前記受信されたＣＱＩに基づいて前記特定のコードワードについて変調および符号化
スキーム（ＭＣＳ）を決定すること、
　　前記受信されたＣＱＩに基づいて別のコードワードについて別のＭＣＳを決定するこ
と、ならびに
　　前記コードワードについて決定された前記ＭＣＳに基づいて各コードワードを処理す
ること。
［２７］
　前記選択される方法は、送信に使用される複数のレイヤにわたって信号品質を平均する
ことによってＣＱＩをコンピュートするためのものである、上記［２３］に記載の方法。
［２８］
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　上記［２７］に記載の方法、ここにおいて、データを前記送ることは、下記を含む：
　　前記受信されたＣＱＩに基づいて複数のコードワードについて少なくとも１つの変調
および符号化スキーム（ＭＣＳ）を決定すること、ならびに
　　前記少なくとも１つのＭＣＳに基づいて前記複数のコードワードを処理すること。
［２９］
　ＣＱＩをコンピュートするための前記選択される方法を前記決定することは、前記ＵＥ
のために前記基地局によって前記選択される方法を選ぶことを含む、上記［２３］に記載
の方法。
［３０］
　前記選択される方法は、前記ＵＥの受信機処理機能に基づいて選ばれ、前記ＵＥの前記
受信機処理機能は、前記ＵＥが連続干渉キャンセル（ＳＩＣ）をサポートするか否かを含
む、上記［２３］に記載の方法。
［３１］
　下記を具備する、ワイヤレス通信のための装置：
　　チャネル品質インジケーション（ＣＱＩ）をコンピュートするための選択される方法
を決定するための手段、前記選択される方法は、ＣＱＩをコンピュートするのに利用可能
な複数の方法から選ばれる；
　　前記選択される方法にしたがってユーザ機器（ＵＥ）によってコンピュートされるＣ
ＱＩを受信するための手段；および
　　前記受信されたＣＱＩに基づいて前記ＵＥに対して基地局からデータを送るための手
段。
［３２］
　前記選択される方法は、複数のコードワードの中の特定のコードワードについてのＣＱ
Ｉをコンピュートするためのものであり、前記受信されたＣＱＩは、前記特定のコードワ
ードについてのものである、上記［３１］に記載の装置。
［３３］
　前記選択される方法は、送信に使用される複数のレイヤにわたって信号品質を平均する
ことによってＣＱＩをコンピュートするためのものであり、前記受信されたＣＱＩは、前
記複数のレイヤの複数の信号品質の平均に基づいて決定される、上記［３１］に記載の装
置。
［３４］
　上記［３１］に記載の装置、ここにおいて、データを送るための前記手段は、下記を含
む：
　　前記受信されたＣＱＩに基づいて変調および符号化スキーム（ＭＣＳ）を決定するた
めの手段、ならびに
　　前記ＭＣＳに基づいて複数のコードワードのそれぞれを処理するための手段。
［３５］
　上記［３１］に記載の装置、ここにおいて、データを送るための前記手段は、下記を含
む：
　　前記受信されたＣＱＩに基づいて少なくとも２つの変調および符号化スキーム（ＭＣ
Ｓ）を決定するための手段、ならびに
　　前記少なくとも２つのＭＣＳに基づいて複数のコードワードを処理するための手段。
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